
 

 

  

共  育 

校長 宮下 慶子 

めざす児童像    進んで学び、よく考える子 思いやりのある心豊かな子 明るく元気な子 

学校と家庭、地域が共に健全な児童の育成を目指しましょう。 
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11月 28日（木）しおっ子・ひかわっ子フェスティバル
を開催しました。初めて志雄小と樋川小の全校児童が集ま
りました。初めて集まったとは思えないぐらいスムーズに
準備したり、整列したりと普段の力が存分に発揮された姿
が見られました。人数が増えると活気が感じられました。 
このフェスティバルは各校の 5 年生が中心となり準備を

進めてきました。初めて全校をまとめるという難題にチャ
レンジし、思うようにうまくいかないこともありました
が、本番ではみんなで会を盛り上げることができました。
校長先生のお話の３つの「た」（たのしむ、たちば、たすけ
あう）を意識して活動し、来年への期待があふれたしおっ
子・ひかわっ子フェスティバルになりました。 

12 月 10日（火）のしおタイムに，たてわりブック
トークを行いました。たてわり班ごとに集まり，自分
がおすすめしたい本を紹介し合いました。 
子どもたちは，本のあらすじやお話の中で好きなと

ころを伝え合い，興味津々な様子でした。読書意欲の
向上と，読む本の幅が広がっていくことを期待したい
です。 

 
 

５年 豊田 百花 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 9 日、石川県砂防課職員の方をお招きして
「さぼうって何？」から始まった学習。子ども達は、
実際の土石流や土砂崩れの映像を視聴した瞬間、驚き
の声を上げ、画面に釘付けになっていました。身近な
地域にも今なお土砂災害の跡が残っています。自然の
驚異を知ると共に、それを防ぐ対策について真剣に学
習することができました。 
自分たちの行動を考える学習ではグループで話し合

いました。子どもたちは社会科の学習を活かし、活発
に意見を出し合っていました。 

 

12月 9日（月）5,6限 東大セミナーがありました。
1 学期同様、樋川小の 5・6 年生とランダムにグループを
つくり問題に挑戦しました。「自分を知る」ことから始ま
り、グループ内に勇者、僧侶、戦士などのタイプに別れ
て協力して謎を解くという形でした。 
何かの糸口をひらめいた子は口火を切って語り出し、

それに耳を傾ける他のメンバー、さらに次から次へと考
えが飛び交いました。一つの謎が解けても終わりではな
い活動は、様々な知識が必要であり、その子その子の得
意分野を活かせる場でした。 
今年は合同授業や行事で何回も顔を合わせてきたおか

げで、今回が今までで一番スムーズに会話したり、協力
したりして活動していました。最後には、「協力するこ
と」の大切さや協力するためには自分のよさを知り、相
手のよさをいかすということを教えていただきました。
これからの生活にいかしたいですね。3学期の東大セミナ
ーも楽しみです。 

12 月 9 日、全校児童におはぎを２こずつ
配りました。地域の方から頂いたもち米を、
町内の菓子店にお願いしておはぎをつくって
もらいました。 
翌日、子ども達からは「おいしかった！」 

「家族で食べたよ」「甘くて、幸せでした！」
という声が聞かれました。 
 学校が、地域のみな様とともにあることを
あらためて感謝したいと思います。 
 ありがとうございました。 


